
【私たちには何が】  

校長  乙幡  英剛  

先日、１年生で授業をする機会がありました。中学生が夏休みに「国立療養所多磨全生

園」にある「国立ハンセン病資料館」を訪れた時の体験を、ハンセン病問題について考える

ことを通して、自分のことを見つめ直すという作文をもとに行いました。  

「ハンセン病」というのは、「らい菌」に感染することで起

こる病気で、現代においては感染することも発病することも  

ほぼありませんが、感染し発病すると、手足などの末梢神経  

が麻痺し、汗が出なくなったり、痛い、熱い、冷たいといっ

た感覚がなくなることや皮膚に様々な変化が起こったりしま

す。明治６（ 1873）年に「らい菌」を発見した医師・ハンセ

ン氏の名前をとって現在では、「ハンセン病」と呼ばれていま

す。「らい菌」は、感染力が弱く、非常にうつりにくい病

気であることが分かっており、現在では、早期に発見

し、適切な治療を行えば、顔や手足に後遺症を残すことな

く、治るようになっています。  

では「ハンセン病問題」とは、どのようなことなのでしょ

うか。それは、国の誤った政策が原因で、人々の心の中に

「ハンセン病は恐ろしい」というイメージが植え付けられ、

はなはだしい偏見や差別にさらされたことにより、家族と  

一緒に暮らすことができない、実名を名乗ることができな

い、一生療養所から出て暮らすことができない等、患者、

回復者及びその家族の方々の人権が侵害され問題です（注）。  

では、ハンセン病問題から私たちが学ぶべきことは、どのようなことなのでしょうか。次

に、生徒の皆さんの感想（振り返り）から引用しました。皆さんも、考えてみてください。  

・もしかしたら、自分も同じ病気にかかっていたかも知れないのに、差別をしているの

は、ひどいと思いました。だからこそ、自分も差別をしないようにしたいです。  

・ハンセン病にかかった人はつらく、大変なのに、さらに差別をしたり、色々なものを  

 奪ったりして、もっとつらくさせている社会に胸が痛くなった。もっと他人を理解し、

受け入れ、平等にする心が必要だと思ったし、私もその心を大切にしたいと思った。  

・自分がしていると思っていなくても、実は相手に偏見をもっていたり、嫌な思いをさせ

たりしていないかを見直していきたい。またウワサのみで判断しないで、そのことに  

ついてよく知るようにしたいと強く思った。  

・調べてみて、初めて知った病気の名前だった。自分ができることは、その病気を誤解  

せずに正しく理解することだと思う。ハンセン病にかかっている人を差別してしまう  

と、その人がかわいそうになる。だから正しく調べて、誤解をしないようにする。  

（「朝礼」 2/2）         （注）「ハンセン病の向こう側」（厚生労働省）令和７年７月  
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【近隣の方からの御礼の連絡】拾得物への対応について  

【明るい選挙啓発ポスターコンクール】入選   

【日本情報オリンピック】（予選 Bランク）敢闘賞   

【第 71回新春駅伝競走大会】  

 中学生男子  優勝（区間賞◎）  

 

 中学生女子  準優勝（区間賞◎）  

【第 64回ロードレース大会】（多摩大会）  

 2・ 3年男子 2km1組  第 2位        2・ 3年男子 3km27組  第 3位   

 2・ 3年男子 3km26組  第 7位        1年女子 1km2組  第 8位   

【第 59回東京都中学生アンサンブルコンテスト】  

 木管六重奏  銀賞   

１日（月）朝礼／都立一次発表／  

卒業式練習始   

２日（火）保護者会（１年）  

５日（木）都立二次・分割後期出願／  

保護者会（２年）  

９日（月）避難訓練／生徒会朝礼  

１０日（火）都立二次・分割後期学力検査  

１３日（金）都立二次・分割後期発表  

１６日（月）卒業式予行  

１８日（水）卒業式        

２５日（水）修了式／離任式  

１  協議  

（１）  学校評価について  

生徒・保護者アンケートより  

 （２）私費教材費の徴収方法について  

・同意書、入金の確認について  

２  その他  

（１）地域防災訓練について  

（２）学校周辺のゴミの対応について  

（３）「地域コーデイネーター」について  

３  次回  令和 8 年 2 月 12 日（木） 15:30～  

 ※傍聴可能です。学校にご連絡下さい。  

がとうございました協力、ありがとうございました。】  【生徒評価】 

全 30項目中、明確に学校に関わるものは、６項目（②⑤⑫⑬⑭⑮）で、全ての項目で、肯定的な意

見（あてはまる、ややあてはまるの合計）がほぼ８５％に達している。このうち②「授業の分かりやす

さ」⑫「落ち着いた生活」⑬「楽しい学校生活」⑭「いじめは理由の如何を問わない」の 4項目におい

て、90％を超えている。特に⑭においては、95％を超えており、いじめを許さない心は、育っていると

言える。ここから学校生活においては、ほぼ理解を得ていると考える。一方、6項目以外に目を向ける

と、⑦「一日の勉強時間（「30分より少ない」「まったくしない」が 27.7％）、⑧「一日の読書時間

（「10分以下」「まったくしない」が 29.9％）⑯「相談できる大人（「いない」が 8.5％）」等、学習・読

書週間の定着や大人への相談体制について、適切な指導が必要であると考える。 

【保護者評価】（回答：３０８件、回収率：47.5％） 

全 26項目中、明確に学校に関わるものは、10項目（②③④⑤⑧⑪⑫⑬⑰○22 ）であり、肯定的な意見

（あてはまる、ややあてはまるの合計）が 80％を超えているのは、2項目（⑧「自分や友達を大切にす

る心」⑫「楽しい学校生活」）のみである。一方、肯定的な意見が 50％以下のものに目を向けると、④

「タブレットの活用」⑤「外国語のコミュニケーション」の２項目であり（否定的な意見は、④

45.5％、⑤53.3％）であり、根本的な授業改善が必要である。その他、否定的な意見が 30％を超えて

いるものには、③「学習への意欲」⑰「将来の生き方」○22「体力の向上」の 3項目があり、適切な対応

を通し、保護者の信頼を得る必要がある。 


